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平
成
十
六
年
一
月
二
十
三
日
（
金
）
飯
田
川
町
公
民
館
に
お
い
て
、
第
九
回
合
併
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
協
議
会
に
は
、
委
員
等
二
十
二
名
が
出
席
し
、
約
三
十
人
が
傍
聴
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
石
川
会
長
は
『
住
民
が
よ
り
結
び
つ
き
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
に

も
意
を
注
ぎ
、
今
後
も
三
町
合
併
と
い
う
大
命
題
に
向
か
っ
て
本
協
議
会
の
前
進
を
期
し
て
い
き
た
い
』
と
あ

い
さ
つ
。

続
い
て
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た
議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
な
ど
二
項
目
と
公
共
的
団
体
等

の
取
扱
い
な
ど
三
項
目
の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

協
議
事
項

《
継
続
協
議
》

議
会
議
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

議
会
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
協
議
の
中
で
「
在
任
特
例
を
使
用
す
る
場
合
、

住
民
が
納
得
す
る
理
由
が
必
要
」「
合
併
は
財
政
の

健
全
化
を
目
指
す
も
の
、
在
任
特
例
期
間
は
で
き
る

だ
け
短
く
す
べ
き
」「
在
任
特
例
な
し
で
ス
タ
ー
ト

し
た
方
が
、
住
民
の
行
政
に
対
す
る
参
加
意
識
も
高

ま
り
、
議
員
も
責
任
感
が
高
ま
る
」「
議
会
は
チ
ェ

ッ
ク
機
関
で
あ
り
、
新
市
の
建
設
計
画
、
財
政
計
画

を
見
極
め
る
責
任
が
あ
る
」「
議
員
の
立
場
と
し
て

は
再
度
議
会
に
持
ち
帰
っ
て
検
討
し
た
い
。
で
き
れ

ば
特
例
期
間
を
使
い
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、

継
続
協
議
と
し
ま
し
た
。

《
継
続
協
議
》

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び

任
期
の
取
扱
い
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い
に

つ
い
て
は
、
前
回
協
議
会
で
「
当
事
者
で
あ
る
三
町

の
農
業
委
員
会
の
考
え
方
を
示
し
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
の
こ
と
か
ら
、
農
業
委
員
会
事
務
局
部
会
長

が
昨
年
八
月
に
行
わ
れ
た
農
業
委
員
会
調
整
会
議
の

結
果
を
報
告
し
、
そ
の
後
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
協

議
の
中
で
「
農
業
委
員
会
の
考
え
方
を
提
示
さ
れ
た

の
で
、
じ
っ
く
り
と
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
ひ
と

つ
の
方
向
性
を
だ
す
べ
き
」
と
の
意
見
が
あ
り
、
継

続
協
議
と
し
ま
し
た
。
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３町文化祭　開催状況
天王町 主催／天王町

期日／毎年10月最終の金曜・土曜・日曜日
会場／公民館、保健センター、福祉センター、

図書館

昭和町 主催／昭和町、昭和町教育委員会
期日／毎年10月末から11月上旬
会場／体育センター、農村環境改善センター

飯田川町 主催／飯田川町、飯田川町教育委員会、
町芸術文化協会

期日／毎年10月末
会場／公民館、体育館、公民館前駐車場

ミ
ニ
メ
モ

公
共
的
団
体
等
の
取
扱
い
に
つ
い
て

公
共
的
団
体
等
（
商
工
会
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

婦
人
会
等
の
公
共
的
活
動
を
営
む
す
べ
て
の
団
体
）
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
確
認
し
ま
し
た
。

公
共
的
団
体
等
に
つ
い
て
は
、
新
市
の
速
や
か
な

一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
を
尊

重
し
な
が
ら
、
そ
の
統
合
に
つ
い
て
調
整
に
努
め
る

も
の
と
す
る
。

●
二
町
以
上
で
共
通
の
団
体
は
、
で
き
る
限
り
合
併

時
に
統
合
で
き
る
よ
う
に
調
整
に
努
め
る
。

●
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体
は
、
将
来
の
統
合
に

向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
調
整
に
努
め

る
。

文
化
振
興
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

文
化
振
興
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
と

お
り
確
認
し
ま
し
た
。

●
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
旧
町
地
区
の
文
化

祭
と
し
て
残
し
、
新
市
に
お
い
て
統
合
を
検
討
す

る
。

●
文
化
財
保
護
審
議
会
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

て
設
置
す
る
。

●
指
定
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

合併協議によくでてくる「調整」とは？

今回の協議会において委員から『調整に努めるといった調整内容は問題の先送りでは』といった質問があ

りましたので、今号では合併協議によくでてくる「調整」について説明します。

合併協議会に提出される協議案件は、合併した場合に住民生活に影響するものすべてを洗い出し協議し

ていくことを基本としています。したがって税金や水道料金など住民生活に直結するものは、合併後どう

なるのかを明示して調整しますが、今回協議会に提案した公共的団体等の取扱いのように、例えば体育協

会や婦人会などは、それぞれが自主的な活動をしているものに対して行政側から強制的に「町が合併した

から統合しなさい」とはいうことができません。そのような場合に「統合できるよう調整に努める」や

「統合が進められるよう調整に努める」といった調整案になります。また、細かい内容を合併協議会です

べて決定するには、時間的にも難しいところがあります。「調整」には、２種類の意味があります。住民

生活に直結するような項目は、具体的な内容まで確認します。もう１つは、調整に時間を要する項目や行

政が直接実施していない項目は調整の方向性のみを確認するものです。細かい点については、調整がつき

次第、合併協議会へ報告し、住民のみなさんには協議会だよりや３町広報でお知らせします。
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※国指定文化財�

　【国指定重要無形民俗文化財】�

　・東湖八坂神社祭統人行事�
�

※県指定文化財�

　 な　し�
�

※町指定文化財�

　・北野神社奥殿�

　・絵馬　松に鷹、想夫恋の図�

　　　　　錦帯橋�

　　　　　川中島合戦の図�

　・黒印御定書　　・検地書�

　・三十三番観音碑（14基）�

　・手水鉢　　・カシワの群生林�

　・雨乞いの石像　・鰰　塚　・鯔塚�

　・板碑（地蔵菩薩）　・五輪塔�

　・潟船　・ナマハゲ行事�

　・柏犬　・土師器壷型土器�

　・サイカチの群生林�

　・大漁供養塔�

　・餅肌の秋田杉�

　　　　　　　　　　　　�

天　王　町�

とうこやさかじんじゃさいとうにんぎょうじ�

きたのじんじゃおくでん�

きんたいばし�

かわなかじまかっせん�

こくいんごじょうしょ�

さんじゅうさんばんかんのんひ�

ちょうずばち�

かたぶね�

こまいぬ�

たいりょうくようとう�

もちはだ� あきたすぎ�

ぐんせいりん�

ど き�は じ きつぼがた�

ぎょうじ�

あま ご�

いたひ� ごりんとう�じぞうぼさつ�

せきぞう� はたはたづか� ぼらづか�

ぐんせいりん�

けんちしょ�

ず�

え  ま� まつ� たか� ず�そうふれん�

※国指定文化財�

　【国指定重要有形民俗文化財】�

　・八郎潟漁撈用具　　　�
�

※県指定文化財�

　・小柄�

　　金銀杢目鍛銘正阿弥伝兵衛作�

　・鐔　竹林猛虎之図銘秋田住重具�

　・八郎潟出土　くり船�

　・石川理紀之助遺跡　　�
�

※町指定文化財�

　・萱ぶき両中門造民家�

　・菅原源八翁日誌随筆�

　・板碑（割石板碑）�

　・羽白目遺跡出土「秋田瓦」�

　・経  石　　・油煙工場の絵図�

　・明治９年大久保管内図�

　・新関ささら　・船橋経塚�

　・明治天皇御休所　・御野立所�

　・豊川油田綱掘式１号井跡�

　・菅原源八翁筆塚�

　・赤松　・黒松（保存樹） ・欅�

　　　　　　　　　　　　�

昭　和　町�

はちろうがたぎょろうようぐ�

※国指定文化財�

　【国指定重要文化財】�

　・神明社観音堂　　　�
�

※県指定文化財�

　 な　し�
�

※町指定文化財�

　・地獄絵図　�

　・釈迦涅槃図�

　・佐竹義隆公肖像画�

　・鐙市太郎翁肖像画�

　・槻の木　・上 堤 敷のけやき�

　・和田妹川神明社のもみの木�

　・槻の木　・萬霊供養塔�

　・宝筐印塔　・高札�

　・貞和年号板碑�

　・佐竹義隆公自作の人 形�

　・佐竹義隆公下賜の燈篭�

　・焼印酒屋家符札�

　・木像観音像�

　・佐竹藩御休所跡�

　　　　　　　　　　　　�

飯  田  川  町�

しんめいしゃかんのんどう�

じ ご く え ず�

しゃか ねはんず�

さたけよしたかこうしょうぞうが�

あぶみいちたろうおうしょうぞうが�

つき�

わだいもかわしんめいしゃ� き�

うわつつみしき�き�

つき�

ほうきょういんとう�

じょうわねんごういたひ�

さたけよしたかこうじさく�

さたけはんおやすみどころあと�

さたけよしたかこうかし�

しょういんさかやけふさつ�

もくぞうかんのんぞう�

とうろう�

にんぎょう�

こうさつ�

き� ばんれいくようとう�

こ が ら�

きんぎんもくめたんめいしょうあみでんべえさく�

つば� ちくりんもうこ の ず めいあきたすみしげぐ�

はちろうがたしゅつど�

いしかわりきのすけいせき�

かや�

すがわらげんぱちおうにっしずいひつ�

はじろめいせきしゅつど�

きょうせき�

めい じ�

にいせき�

めいじてんのうおやすみどころ�

とよかわゆでんつなほりしき�

すがわらげんぱちおうふでづか�

あかまつ� くろまつ� ほぞんじゅ� けやき�

ごういせき�

お の だ ち し ょ�

ふなばしきょうづか�

ねんおおくぼかんないず�

ゆえんこうじょう� え　ず�

あきたかわら�

い た ひ � かつわりいたひ�

りょうちゅうもんづくりみんか�

ふね�

３ 町 指 定 文 化 財 の 現 状 �

社
会
教
育
関
係
事
業
の
取
扱
い
に
つ
い
て

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
計
画
に
基
づ

き
、
住
民
の
教
育
向
上
及
び
生
活
文
化
の
振
興
の
た

め
に
充
実
し
た
環
境
を
整
備
す
る
も
の
と
し
、
次
の

と
お
り
確
認
し
ま
し
た
。

●
社
会
教
育
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
策

定
す
る
。

●
社
会
教
育
委
員
及
び
公
民
館
運
営
審
議
会
は
、
新

市
に
お
い
て
設
置
す
る
。

●
図
書
館
事
業
に
つ
い
て
は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整

す
る
。

●
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
統
合
し
、

実
施
す
る
。

●
各
種
講
座
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す

る
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
、
心
身
の
健
全
な
育
成
と
体
力
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
充
実
し
た
環
境
を
整
備
す
る
も
の
と
し
、
次

の
と
お
り
確
認
し
ま
し
た
。

●
現
在
、
各
町
で
行
っ
て
い
る
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
実
施
す
る
が
、
共
通
す

る
大
会
で
、
全
体
で
実
施
し
た
ほ
う
が
効
果
的
な

も
の
は
、
新
市
に
お
い
て
見
直
し
検
討
を
図
る
。

●
町
民
運
動
会
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
旧
町
地
区
運

動
会
と
し
て
残
し
、
そ
の
後
統
合
を
検
討
す
る
。

●
体
育
指
導
委
員
は
、
新
市
に
お
い
て
設
置
す
る
。

●
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
及
び
講
習
会
に
つ
い
て
は
、

新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。
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平
成
十
六
年
一
月
二
十
日
（
火
）
天
王
町
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
一
回
新
市
名
称
候
補
選
定
小

委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
た
後
、
石
川
会
長

が
「
第
八
回
合
併
協
議
会
で
基
本
三
項
目
（
新
市
の

名
称
、
事
務
所
の
位
置
、
財
産
の
取
扱
い
）
が
全
会

一
致
で
確
認
さ
れ
、
現
在
名
称
を
公
募
中
で
あ
る
。

新
市
名
称
選
定
小
委
員
会
委
員
の
皆
様
に
は
、
大
変

重
要
な
項
目
で
心
労
を
お
か
け
す
る
が
、
三
六
、
〇

〇
〇
人
の
代
表
と
し
て
新
市
に
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を

選
定
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
千
田
副
会
長
、
小
玉
副
会
長
の
あ
い
さ
つ
に

続
い
て
役
員
の
互
選
の
結
果
、
委
員
長
に
昭
和
町
の

門
間
光
夫
委
員
、
副
委
員
長
に
天
王
町
の
石
川
久
悦

委
員
と
飯
田
川
町
の
門
間
久
一
郎
委
員
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
委
員
会
は
、
各
町
か
ら
推
薦
さ
れ
た
学
識
経

験
を
有
す
る
方
六
名
か
ら
な
り
、
新
市
名
称
の
選
定

基
準
を
定
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
応
募
さ
れ
た

名
称
の
中
か
ら
十
作
品
を
選
定
す
る
た
め
に
組
織
さ

れ
た
も
の
で
す
。

第
一
回
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会
を
開
催

第
一
回
新
市
名
称
候
補
選
定
小
委
員
会
を
開
催

飯田川町� 昭 和 町 � 天 王 町 �

石
　
川
　
久
　
悦�

伊
　
藤
　
金
　
政�

門
　
間
　
光
　
夫�

菅
　
原
　
昭
　
衛�

門
　
間
　
正
　
光�

門
　
間
　
久
一
郎�

前
列
右�

後
列
右�

前
列
中�

後
列
中�

後
列
左�

前
列
左�
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１月27日までに490通の応募がありました。（名称の種類は291種類）応募がまだの方は、
最寄りの役場窓口か合併協議会まで。
７ページの応募用紙を切り取ってもかまいません。どしどしご応募ください！

１．３町の居住者又は出身者
２．小学生以上

◎応募資格は…

応募用紙、はがき、電子メール、ファックスで

１．新市の名称、ふりがな
２．提案理由
３．住所、氏名（ふりがな）、年齢、性別
４．電話番号
５．３町の出身者は出身地の町名

を明記のうえ、応募してください。

※必要事項が記載されていないものは無効となる場合があります。

はがき
はがきに必要事項を記入して合併協議会事務局へ郵送

電子メール・ホームページ
①必要事項を入力したメールを送信

E-mail:soumu@tsi-gappei.jp

②協議会ホームページの応募フォームに入力して送信

http://www.tsi-gappei.jp/

ＦＡＸ
７ページに記入して

０１８－８７８－７２１５へＦＡＸ

応募箱
７ページの用紙に記入して合併協議会事務局または３

町の役場窓口に設置されている応募箱に投函

（応募用紙は３町の役場窓口にも用意してあります）

天王町・昭和町・飯田川町合併協議会事務局

〒010-0201 秋田県南秋田郡天王町天王字上江川47-610
電話　018-870-6566 E-mail：soumu@tsi-gappei.jp
FAX 018-878-7215 ホームページ http://www.tsi-gappei.jp/

◎応募方法は…

新市名称は合併協議会において確認次第、協議会だ
より、協議会ホームページ、３町の広報等で公表し
ます。

◎結果の公表は…

①新市の名称に「天王」「昭和」「飯田川」（読みも
含む）を使用することはできません。

②新市の名称は漢字、ひらがな、カタカナのみを
使用してください。

③応募は１人１点までとします。（１人で複数の応
募がある場合は無効となります。）

④採用された名称に関する一切の権利は、天王町、
昭和町、飯田川町に帰属するものとします。

◎応募の留意事項は…

◎記念品

採用作品応募者の中から抽選により

名付け親賞 …１名（５万円相当の記念品）

採用作品応募者の中で、上記抽選にもれた方の中から

優　秀　賞 …10名以内（５千円の図書券）

ど う や っ て 応 募 す る の ？ど う や っ て 応 募 す る の ？

● お問合せ先・応募先 ●

2月11日（水）まで新市名称募集中！新市名称募集中！

天王町保健センター２階
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応　　募　　用　　紙�
（兼　ファックス送信用紙）�

新市の名称�

ふりがな�

ふりがな�

出身町に○印をつけてください。�

（　　　　　）　　　　－� 性別� 男　・　女�

歳�

市�

年齢�

〒�

提案理由�

住　　所�

氏　　名�

電話番号�

※３町出身者�

のみ記入�

天王町・昭和町・飯田川町合併協議会　新市名称募集�

応　　募　　用　　紙�
（兼　ファックス送信用紙）�

新市の名称�

ふりがな�

ふりがな�

出身町に○印をつけてください。�

天王町� 昭和町� 飯田川町�

（　　　　　）　　　　－� 性別� 男　・　女�

歳�

市�

年齢�

〒�

提案理由�

住　　所�

氏　　名�

電話番号�

※３町出身者�

のみ記入�

天王町・昭和町・飯田川町合併協議会　新市名称募集�

天王町� 昭和町� 飯田川町�

切 り 取 り 線

切

り

取

り

線



秋
田
県
内
の
市
町
村
数
は
六
十
九
で
す
。
内
訳
は
九
市
、

五
十
町
、
十
村
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
市
町
村
の
数
は
、
明
治
二
十
一
年
か
ら
の
「
明
治

の
大
合
併
」
で
一
、
二
四
五
団
体
か
ら
二
三
七
団
体
へ
、
昭

和
二
十
八
年
か
ら
の
「
昭
和
の
大
合
併
」
で
二
二
四
団
体
か

ら
七
二
団
体
へ
減
少
し
ま
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
の

区
域
は
昭
和
三
十
年
代
に
確
定
し
た
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い

ま
す
。

現
在
、
秋
田
県
内
で
は
十
五
の
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
天

王
町
・
昭
和
町
・
飯
田
川
町
の
よ
う
な
法
定
協
議
会
は
十
カ

所
（
四
十
四
市
町
村
）
で
残
り
の
五
カ
所
（
十
八
市
町
村
）

は
任
意
協
議
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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〒010－0201 南秋田郡天王町天王字上江川４７－６１０　天王町保健センター２階
天王町・昭和町・飯田川町合併協議会事務局

電　話　０１８－８７０－６５６６　ＦＡＸ　０１８－８７８－７２１５
http://www.tsi-gappei.jp/ E-mail：soumu@tsi-gappei.jp

●事務局●

■印刷／株式会社　塚田美術印刷

秋田県市町村
合併協議会等マップ
秋田県市町村
合併協議会等マップ

※１　人口は平成１２年国勢調査人口　　　

※２　平成１６年１月１６日現在

ただし、構成市町村が単独表明しても協議会組織自体の解散や変更が行われて

いないものについては反映していません。

（秋田県市町村合併支援室ホームページより抜粋）

小坂町�

鹿角市�

大館市�

田代町�
藤里町�

八森町�

峰浜村�

能代市�

山本町�八竜町�

若美町�
琴丘町�

鷹巣町�

合川町�

森吉町�

比内町�

阿仁町�

大潟村�

男鹿市�

天王町�

飯田川町�

井川町�

西木村�
河辺町�

秋田市�

雄和町�

角館町�
協和町�

中仙町�

太田町�

千畑町�

六郷町�

仙北町�
大曲市�

神岡町�

南外村�

岩城町�

仙南村�

大内町�

本荘市�
西目町�

金浦町�

由利町�

矢島町�

鳥海町�

象潟町�

大森町�
大雄町�横手市�

山内村�平鹿町�

羽後町�
増田町�

湯沢市�
稲川町�

雄勝町�

皆瀬村�

昭和町�

仁賀保町�

東由利町�

東成瀬村�

十文字町�

雄物川町�

西仙北町�

田沢湖町�

八郎潟町�
五城目町�

上小阿仁村�

二ツ井町�

　かづの地域任意合併�
　協議会（任意協）�
　　鹿角市・小坂町�
　１５.７.８設置　解散決定�
　　　人口　４６，３１５人�
　　　面積　８８５.３４Ｋｍ２�

　大館市・田代町任意�
　合併協議会�
　（任意協）�
　１５.７.１４設置�
　　　人口　７４，１９３人�
　　　面積　７０８.３１Ｋｍ２�

　鷹巣阿仁地域任意合併協議会�
　（任意協）�
　　鷹巣町・森吉町・阿仁町・�
　　合川町�
　１５.９.３０設置�
　　　人口　４２，０５０人�
　　　面積　１，１５２.５７Ｋｍ２�

　五城目町・八郎潟町・�
　井川町合併協議会�
　（法定協）�
　１５.１０.３１設置�
　　　人口　２６，０２１人�
　　　面積　２７９.９２Ｋｍ２�

　田沢湖・角館・西木�
　合併協議会（法定協）�
　　角館町・田沢湖町・西木村�
　１５.４.１設置�
　　　人口　３３，５６５人�
　　　面積　１，０９３.６４Ｋｍ２�

　大曲仙北合併協議会�
　（法定協）�
　　大曲市・仙北郡７町村�
　１５.４.１設置�
　　　人口　９８，３２６人�
　　　面積　８６６.６８Ｋｍ２�

　千畑町・六郷町・仙南村�
　合併協議会（法定協）�
　１５.２.２８設置�
　　　人口　２４，２０７人�
　　　面積　１６７.８０Ｋｍ２�

　横手平鹿合併協議会�
　（法定協）�
　　横手市・平鹿郡５町村�
　１６.１.１３設置　住民発議�
　　　人口　８５，３８８人�
　　　面積　５８１.５８Ｋｍ２�

　湯沢雄勝合併協議会�
　（法定協）�
　　湯沢市・雄勝郡３町村�
　１５.７.１設置�
　　　人口　５８，５０４人�
　　　面積　７９０.７２Ｋｍ２�

　能代山本市町村合併任意�
　協議会（任意協）�
　　能代市・山本郡６町村�
　１５.１２.２５設置�
　　　人口　９７，０４７人�
　　　面積　９０８.９９Ｋｍ２�

　男鹿市若美町大潟村�
　任意合併協議会�
　（任意協）�
　１５.５.３０設置　解散決定�
　　　人口　４１，４５３人�
　　　面積　４１０.８５Ｋｍ２�

　天王町・昭和町・飯田川�
　町合併協議会�
　（法定協）�
　１５.７.１設置�
　　　人口　３５，７１１人�
　　　面積　９７.９６Ｋｍ２�

　秋田市・河辺町・雄和町�
　合併協議会（法定協）�
　１５.７.７設置�
　　　人口　３３６，６４６人�
　　　面積　９０５.６７Ｋｍ２�

　本荘由利－市七町合併�
　協議会（法定協）�
　　本荘市・由利郡７町�
　１５.１.１５設置�
　　　人口　９２，８４３人�
　　　面積　１，２０９.０４Ｋｍ２�

　仁賀保町・金浦町・象潟町�
　合併協議会（法定協）�
　１４.６.２０設置�
　　　人口　３０，３４７人�
　　　面積　２４０.６１Ｋｍ２�

第10回合併協議会は、平成
16年２月13日（金）午後２時
から昭和町農村環境改善セン
ターで開催します。
第11回合併協議会は、平成

16年２月26日（木）午後２時
から天王町福祉センターで開
催します。
どなたでも傍聴できますの

でお気軽においでください。

informationinformation
インフォメーション


